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2015年7月8日 
  

リクルートワークス研究所が「就業希望者年代比較調査」を実施 
前職から離職後1年以上経過している人は就業希望者の67.5％ 

 リクルートワークス研究所（株式会社リクルートホールディングスの人と組織に関する研究機関）では、「就業希望者年代比較調
査」を行いました。未就業の実態を理解するためには、未就業で求職活動をしている失業者だけでなく、就業を希望しているが求職
活動を行っていない者にまで拡げて捉える必要があると言われています。この両者について調査した、リクルートワークス研究所に
とって初となる「就業希望がある未就業者の実態」をご報告いたします。 
 レポート全文につきましては、以下リクルートワークス研究所のサイトよりダウンロードいただけます。    
 URL:http://www.works-i.com/pdf/150708_shugyokibou.pdf 

 トピックス 

 調査概要 
調査目的：就業を希望しながら未就業である者の、未就業の要因や期間、生活実態を明らかにすること 
調査対象：首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）に在住する、就業を希望しているが、就業していない 
     18歳～69歳の男女  ※完全失業者、就業希望者が対象で、学生・内定者・休業者は除く 
有効回答者数：1,968名 
集計対象者数：1,120名（子どもと同居する女性を集計対象から外している） 
      また、年代別の集計では、18歳～34歳を「若年層」、35歳～54歳を「ミドル層」、55歳～69歳を 
     「シニア層」と分類している。 
調査方法：インターネットのモニターサンプルを活用し、「労働力調査」（総務省統計局2013年）と「国勢調査 
     人口等基本集計」（総務省統計局2010年）をもとに、都県別、男女別、年代別に割付を実施した 
調査期間：2015年1月6日～8日 

集計トピックス 
◎未就業期間：前職を離職してから1年以上就業していない人は未就業者の67.5％ 
◎前職の離職理由：若年層（18歳～34歳）未就業者の離職理由は、「メンタルヘルス面の不調」がトップ 
◎就職意向：就職希望があっても「すぐに就職したい」のは全体の39.6％にとどまる 
 
調査トピックス 
◎就業を希望しているが求職活動を行っていない人も対象とした「就業希望者年代比較調査」  
 未就業の実態を理解するためには、未就業で求職活動をしている失業者だけでなく、就業を希望しているが求職
活動を行っていない者にまで拡げて捉える必要があると言われています。 
 今回、リクルートワークス研究所では初めて未就業の全体像を把握できる「就業希望者年代比較調査」を実施 
することで、年代別の未就業の要因、期間、生活実態を明らかにしました。 
 
◎未就業者の実態を年代別に把握した調査 
 未就業の課題は若年層に多いものと思われがちですが、この調査によって年代別に未就業の背景が異なることが 
判明しました。 

※本リリースは厚生労働記者会、労政記者クラブ、東商記者クラブで配布をしております。 

【本件に関するお問い合わせ先】 
https://www.recruit.jp/support/form/
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若年層（18歳～34歳）未就業者の離職理由は、メンタルヘルス面の不調がトップ 
 就業希望がある未就業者全体で、選択率（複数回答）が高い順にみると、「身体的な病気・けが・体調不
良」（18.2％）が最も高く、「人間関係への不満」（17.2％）、「仕事内容への不満」（15.8％）、「労働条
件や勤務地への不満」（15.5％）、「メンタルヘルス面の不調」（14.6％）が続く。年代別にみると、最も高
いのは、若年層では「メンタルヘルス面の不調」（22.3％）で、ミドル層では「身体的な病気・けが・体調不
良」（22.9％）、シニア層では「定年」（24.9％）である。 

■前職の離職理由 
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67.5％      53.8％       69.9％      75.5％ 

■前職を離職してからの未就業期間 

（男女計） 

前職を離職してから1年以上働けていない人は未就業者の67.5％ 
 前職を離職してから1年以上ブランクがある長期未就業者の割合は、就業希望のある未就業者全体の67.5％
である。年代別にみると、若年層の53.8％、ミドル層の69.9％、シニア層の75.5％を占め、年代があがるほど
増える傾向がある。 

 調査の結果 

最も高い 

     全体（n=988）                                 若年層（n=260)               
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漠然といつかは就職したいと考えている

時期が来たら、就職したい

すぐに就職したい

就職希望があっても「すぐに就職したい」のは全体の39.6％にとどまる 
 すぐに就職したいと思っている人は全体の39.6％、若年層の43.3％、ミドル層の42.4％、シニア層の
31.1％である。「すぐに就職したい」ではない理由は、「いまは、自分の希望する仕事がないため」、「メン
タルヘルス面の不調のため」という回答が高い。 

■就職をどの程度考えているか：単一回答 

全体 若年層 ミドル層 シニア層

メンタルヘルス面の不調のため 22.2% 33.6% 27.9% 4.2%

身体的な病気・けが・体調不良のため 20.7% 9.0% 23.9% 28.4%

いまは、自分の希望する仕事がないため 33.4% 28.9% 26.7% 45.6%

介護・看護のため 9.0% 1.9% 10.8% 14.0%

学校以外で進学や資格取得のための勉強をしているため 4.6% 9.0% 3.6% 1.4%

その他 10.2% 17.5% 7.2% 6.5%

N数 677 211 251 215

※「就職をどの程度考えているか」の問いに、「すぐに就職したい」を選ばなかったひとを調査対象とした 

■「すぐに就職したい」ではない理由：単一回答 

ミドル層（n=419)                                   シニア層（n=309)              

最も高い 
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